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行
政
策
実
施
研
究
を
手
が
か
り
と
し
て

大
河
原
　
伸
　
夫

論説

は
じ
め
に

　
政
策
研
究
に
お
い
て
、
「
政
策
」
は
様
々
に
定
義
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
行
動
の
指
針
1
た
と
え
ば
、
「
法
律
」
、
「
行
政
規
則
」
、
「
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

府
の
公
式
声
明
」
、
「
理
想
」
、
「
意
図
」
、
「
願
望
」
な
ど
、
ま
た
、
「
意
図
」
、
「
決
定
」
、
「
．
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
、
「
手
続
き
」
な
ど
一
と
さ
れ
る
こ
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と
が
あ
る
。
ま
た
、
「
実
際
の
活
動
（
鷺
p
。
膏
Φ
）
」
、
「
実
際
の
行
動
（
σ
Φ
冨
≦
o
「
）
」
、
「
政
府
が
実
際
に
行
う
こ
と
」
な
ど
が
、
「
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

策
」
と
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
更
に
、
「
個
々
の
局
部
的
な
行
政
活
動
（
p
o
二
〇
昌
）
の
集
合
的
パ
タ
ー
ン
」
、
コ
貫
し
た
、
定
常
的
な
行
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
σ
①
訂
≦
o
「
p
一
）
パ
タ
ー
ン
」
、
「
行
動
（
9
。
ま
昌
）
パ
タ
ー
ン
」
な
ど
が
、
「
政
策
」
と
呼
ば
れ
る
場
合
も
あ
る
。

　
注
目
す
べ
き
は
、
政
策
と
行
動
の
関
連
に
つ
い
て
の
概
念
構
成
次
第
で
、
研
究
の
対
象
で
あ
る
「
政
策
」
自
体
の
定
義
が
相
異
な
る
も

の
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
た
概
念
構
成
は
、
政
策
研
究
の
基
礎
を
成
す
と
言
え
よ
う
。

　
政
策
と
行
動
を
関
連
づ
け
、
か
つ
、
政
策
研
究
に
お
い
て
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
概
念
枠
組
み
が
存
在
す
る
。
そ
の
枠
組
み
に
お
い
て
、

ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
上
部
で
設
定
さ
れ
た
政
策
は
、
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
末
端
で
行
動
と
し
て
現
実
化
さ
れ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
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論説

　
し
か
し
、
近
年
、
政
策
実
施
研
究
に
お
い
て
、
そ
う
し
た
枠
組
み
を
「
ト
ッ
プ
・
ダ
ウ
ン
」
の
も
の
と
呼
び
、
そ
れ
に
代
わ
る
「
ボ
ト

ム
・
ア
ッ
プ
」
の
枠
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
「
ト
ッ
プ
・
ダ
ウ
ン
」
、
「
ボ
ト
ム
・
ア
ッ
プ
」
の
両
枠
組
み
を
検
討
し
、
そ
の
問
題
点
を
論
ず
る
こ
と
を

通
じ
て
、
政
策
と
行
動
の
関
連
の
さ
せ
方
を
探
る
こ
と
を
課
題
と
し
た
い
。
以
下
、
ま
ず
、
「
ト
ッ
プ
・
ダ
ウ
ン
」
の
枠
組
み
の
特
徴
を
整

理
し
、
次
に
、
そ
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
最
後
に
、
「
ト
ッ
プ
・
ダ
ウ
ン
」
の
枠
組
み
の
も
つ
問
題
点
が
、
「
ボ
ト
ム
・
ア
ッ

プ
」
の
枠
組
み
の
下
で
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
か
を
、
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
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政
府
内
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
の
上
部
で
基
本
的
な
指
針
（
政
策
）
が
設
定
さ
れ
、
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
の
次
の
レ
ベ
ル
で
、
そ
れ
を
具
体
化
し

た
指
針
が
設
定
さ
れ
る
。
以
下
次
々
に
、
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
の
各
レ
ベ
ル
で
、
上
位
の
指
針
を
具
体
化
し
た
指
針
が
設
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

最
終
的
に
、
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
の
末
端
で
行
動
が
う
み
出
さ
れ
る
。
約
言
す
れ
ば
、
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
の
上
部
で
設
定
さ
れ
る
基
本
的
指
針
は
、

抽
象
度
を
異
に
す
る
諸
指
針
の
連
鎖
を
介
し
、
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
の
末
端
で
行
動
と
し
て
現
実
化
さ
れ
る
。
1
こ
の
よ
う
な
概
念
枠
組
み
が
、

政
策
研
究
に
お
い
て
、
従
来
広
く
用
い
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
「
政
策
中
心
的
」
あ
る
い
は
「
ト
ッ
プ
・
ダ
ウ
ン
的
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と

　
　
　
　

が
あ
る
。

　
こ
の
枠
組
み
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
政
策
実
施
の
実
態
を
ど
の
程
度
反
映
し
て
い
る
か
、
と
い
う
角
度
か
ら
、
後
述
の
よ
う
に
、
様
々
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

論
議
が
為
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
が
描
く
政
策
実
施
の
像
は
望
ま
し
い
も
の
で
あ
る
か
、
と
い
う
角
度
か
ら
の
論
議
も
あ
る
。
し
か

し
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
抽
象
度
を
相
異
に
す
る
行
動
指
針
間
の
関
係
、
ま
た
、
そ
う
し
た
指
針
に
て
ら
し
て
得
ら
れ
る
行
動
記
述
の
間
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の
関
係
が
、
こ
の
枠
組
み
の
下
で
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
か
と
い
う
点
に
着
目
し
た
い
。

　
こ
の
枠
組
み
は
、
通
常
、
次
の
よ
う
な
考
え
方
を
包
含
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
基
本
的
な
指
針
を
含
め
、
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
の
各
レ
ベ

ル
で
設
定
さ
れ
る
指
針
は
、
そ
の
抽
象
度
を
異
に
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
上
位
の
指
針
は
、
そ
の
抽
象
度
を
下
げ
れ
ば
、
下
位
の
指
針
へ
と

変
換
さ
れ
、
下
位
の
指
針
は
、
そ
の
抽
象
度
を
上
げ
れ
ば
、
上
位
の
指
針
へ
と
変
換
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
の
各
レ

ベ
ル
で
設
定
さ
れ
る
指
針
の
間
に
は
、
同
一
性
が
保
た
れ
て
い
る
。

　
従
っ
て
、
下
位
の
指
針
に
て
ら
し
て
為
さ
れ
る
行
動
記
述
と
、
上
位
の
指
針
に
て
ら
し
て
為
さ
れ
る
行
動
記
述
の
間
に
も
、
同
一
性
が

成
り
立
つ
。
前
者
の
抽
象
度
を
上
げ
れ
ば
後
者
へ
と
、
ま
た
、
後
者
の
抽
象
度
を
下
げ
れ
ば
前
者
へ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
変
換
さ
れ
る
。
上
位

及
び
下
位
の
指
針
そ
れ
ぞ
れ
に
て
ら
し
て
為
さ
れ
る
行
動
記
述
は
、
相
互
に
代
替
可
能
で
あ
る
。

　
抽
象
度
を
異
に
す
る
行
動
諸
記
述
が
、
相
互
に
代
替
可
能
な
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
好
例
は
、
グ
レ
ア
ム
・
T
・
ア
リ
ソ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　

（
（
Ψ
「
P
7
9
日
　
］
ン
　
〉
一
＝
ω
O
口
）
の
著
名
な
研
究
『
決
定
の
本
質
』
で
あ
る
。
同
書
は
、
「
政
府
行
動
」
の
説
明
要
因
と
し
て
、
「
政
府
目
的
」
、

「
組
織
の
標
準
作
業
手
続
き
」
、
及
び
「
政
府
内
政
治
」
の
三
つ
を
挙
げ
て
い
る
。
「
政
府
目
的
」
に
て
ら
し
た
説
明
に
お
い
て
は
、
行
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　

は
、
価
値
最
大
化
の
手
段
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
「
標
準
作
業
手
続
き
」
に
よ
る
説
明
に
お
い
て
は
、
行
動
は
、
組
織
の
定
型
化
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　

行
動
と
把
握
さ
れ
る
。
「
政
府
内
政
治
」
に
基
づ
く
説
明
に
お
い
て
は
、
行
動
は
、
政
府
内
の
交
渉
・
取
引
き
の
産
物
と
さ
れ
る
。
も
っ
と

も
、
ア
リ
ソ
ン
は
、
「
標
準
作
業
手
続
き
」
及
び
「
政
府
内
政
治
」
は
、
行
動
の
説
明
要
因
と
し
て
「
政
府
目
的
」
よ
り
秀
れ
て
い
る
と
し

　
　
お
　

て
い
る
。

　
さ
て
、
ア
リ
ソ
ン
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
要
因
に
着
目
し
つ
つ
、
一
九
六
二
年
の
キ
ュ
ー
。
ハ
・
ミ
サ
イ
ル
危
機
に
お
け
る
、
米
ソ
両
政
府

の
行
動
の
説
明
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
際
、
政
府
行
動
は
、
ど
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
『
決
定
の
本
質
』
の
冒
頭
で
、
説
明
さ
れ
る
べ
き
政
府
行
動
と
し
て
、
ソ
連
政
府
に
よ
る
キ
ュ
ー
。
ハ
へ
の
「
ミ
サ
イ
ル
配
備
」
、
ア
メ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

力
政
府
に
よ
る
キ
ュ
ー
。
ハ
の
「
海
上
封
鎖
」
、
及
び
ソ
連
政
府
に
よ
る
「
ミ
サ
イ
ル
撤
去
」
の
三
つ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
説
明
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論説

対
象
を
こ
の
よ
う
に
設
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
特
に
説
明
は
為
さ
れ
て
い
な
い
。
注
目
す
べ
き
は
、
同
書
に
お
い
て
、
政
府
行
動
が
、

こ
れ
ら
三
つ
と
は
抽
象
度
を
異
に
す
る
記
述
も
与
え
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
「
政
府
目
的
」
に
基
づ
く
説
明
を
見
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　

　
ソ
連
政
府
に
よ
る
、
キ
ュ
ー
。
ハ
へ
の
「
ミ
サ
イ
ル
配
備
」
の
説
明
に
お
い
て
、
着
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
「
デ
ィ
テ
ー
ル
」
で
あ

る
。
「
ミ
サ
イ
ル
配
備
」
の
目
的
に
関
す
る
諸
仮
説
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
際
、
「
デ
ィ
テ
ー
ル
」
が
、
仮
説
の
当
否
を
判
定
す
る

手
が
か
り
と
な
っ
て
い
る
。

　
た
と
え
ば
、
あ
る
仮
説
に
よ
れ
ば
、
ソ
連
政
府
の
目
的
は
、
当
時
ト
ル
コ
に
配
備
さ
れ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
の
ミ
サ
イ
ル
を
撤
去
さ
せ
る

た
め
の
取
引
き
材
料
を
得
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ト
ル
コ
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ミ
サ
イ
ル
が
一
五
基
配
備
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、

ソ
連
は
、
キ
ュ
ー
。
ハ
に
準
中
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
四
二
基
配
備
し
、
更
に
、
中
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
二
四
基
配
備
し
よ
う
と
し
て
い

た
。
ト
ル
コ
に
置
か
れ
た
ミ
サ
イ
ル
を
撤
去
さ
せ
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ほ
ど
の
数
の
ミ
サ
イ
ル
を
キ
ュ
ー
。
ハ
に
導
入
す
る
必
要
は
な
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

た
筈
で
あ
る
。
1
こ
の
点
を
根
拠
に
、
ア
リ
ソ
ン
は
、
こ
の
仮
説
を
否
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
別
の
仮
説
に
よ
れ
ば
、
ソ
連
政
府
は
、
ア
メ
リ
カ
に
キ
ュ
ー
。
ハ
を
攻
撃
さ
せ
、
そ
の
間
に
ベ
ル
リ
ン
で
行
動
を
起
こ
す
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
キ
ュ
ー
バ
に
は
、
ソ
連
の
軍
事
要
員
が
一
万
人
以
上
も
派
遣
さ
れ
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
キ
ュ
ー
バ

攻
撃
は
、
ソ
連
軍
が
多
大
の
被
害
を
蒙
る
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
ベ
ル
リ
ン
で
の
行
動
を
容
易
に
す
る
た
め
に
、
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　

連
が
そ
う
し
た
結
果
を
容
認
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
－
こ
う
し
た
理
由
で
、
ア
リ
ソ
ン
は
、
こ
の
仮
説
も
否
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

　
こ
の
よ
う
に
し
て
四
つ
の
仮
説
が
退
け
ら
れ
、
最
終
的
に
、
ソ
連
政
府
の
目
的
は
、
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
戦
略
的
均
衡
を
達
成
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ
　

と
に
あ
っ
た
と
い
う
仮
説
が
、
「
ソ
連
の
行
動
の
特
徴
に
関
わ
る
、
よ
り
多
く
の
重
要
な
デ
ィ
テ
ー
ル
を
包
括
す
る
」
も
の
と
し
て
採
用
さ

　
　
　
　
ゐ
　

れ
て
い
る
。
但
し
、
そ
う
し
た
戦
略
目
的
に
よ
っ
て
は
説
明
不
可
能
な
デ
ィ
テ
ー
ル
が
存
在
す
る
こ
と
も
、
ア
リ
ソ
ン
は
指
摘
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
キ
ュ
ー
。
ハ
に
お
け
る
地
対
空
ミ
サ
イ
ル
の
配
置
法
は
、
ソ
連
が
、
戦
略
ミ
サ
イ
ル
を
防
衛
す
る
際
に
用
い
る
、
標
準
的
な
も

58　（4　・64）　636



行動と行動指針（大河原）

の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
情
報
関
係
者
は
、
地
対
空
ミ
サ
イ
ル
の
配
置
を
手
が
か
り
に
、
戦
略
ミ
サ
イ
ル
を
容
易
に
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
戦
略
的
均
衡
の
達
成
と
い
う
目
的
に
て
ら
し
、
ソ
連
が
、
標
準
的
な
方
法
で
地
対
空
ミ
サ
イ
ル
を
配
置
し
た
こ
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　

不
可
解
な
デ
ィ
テ
ー
ル
を
成
し
て
い
る
。

　
以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
ア
リ
ソ
ン
は
、
単
な
る
「
ミ
サ
イ
ル
配
備
」
で
は
な
く
、
様
々
な
「
デ
ィ
テ
ー
ル
」
を
備
え
た
「
ミ
サ
イ
ル
配

備
」
を
説
明
対
象
と
し
て
い
る
。
ア
リ
ソ
ン
は
、
「
政
府
目
的
」
に
依
拠
し
た
説
明
に
お
い
て
は
、
「
説
明
対
象
は
、
事
件
の
重
要
な
側
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

を
特
定
す
る
暗
黙
の
付
録
（
p
℃
℃
Φ
コ
臼
×
）
を
伴
っ
た
、
か
な
り
曖
昧
か
つ
簡
潔
な
文
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、

「
ミ
サ
イ
ル
配
備
」
に
関
す
る
限
り
、
「
付
録
」
は
明
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
次
に
、
「
組
織
の
標
準
作
業
手
続
き
」
に
基
づ
く
説
明
を
見
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

　
ア
リ
ソ
ン
は
、
「
海
上
封
鎖
」
の
「
デ
ィ
テ
ー
ル
」
を
と
り
あ
げ
、
そ
れ
は
「
組
織
の
標
準
作
業
手
続
き
」
に
由
来
す
る
と
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
艦
船
は
キ
ュ
ー
。
ハ
隠
道
〇
〇
マ
イ
ル
の
所
に
配
置
さ
れ
た
が
、
こ
の
「
デ
ィ
テ
ー
ル
」
は
、
海
上
封
鎖
の
方
法

を
定
め
る
ア
メ
リ
カ
海
軍
の
「
標
準
作
業
手
続
き
」
に
て
ら
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
文
民
指
導
老
達
は
、
「
封
鎖
」
が
米
ソ

の
軍
事
衝
突
の
引
き
金
に
な
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
海
軍
が
予
定
し
て
い
た
、
キ
ュ
ー
。
ハ
沖
五
〇
〇
マ
イ
ル
の
位
置
に
お

け
る
封
鎖
線
を
、
キ
ュ
ー
。
ハ
に
近
づ
け
る
と
い
う
決
定
を
く
だ
し
た
。
し
か
し
海
軍
は
、
結
局
、
そ
の
「
標
準
作
業
手
続
き
」
通
り
に
、

す
な
わ
ち
、
キ
ュ
ー
バ
沖
五
〇
〇
マ
イ
ル
の
位
置
に
、
艦
船
を
配
置
し
た
。
文
民
指
導
者
達
の
決
定
は
、
海
軍
の
「
標
準
作
業
手
続
き
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
　

に
適
合
し
な
か
っ
た
た
め
、
実
施
さ
れ
ず
に
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
－
津
ー
ー

　
先
に
、
ソ
連
の
目
的
に
て
ら
し
不
可
解
な
、
「
ミ
サ
イ
ル
配
備
」
の
「
デ
ィ
テ
ー
ル
」
に
触
れ
た
。
し
か
し
、
ソ
連
軍
は
、
そ
の
「
標
準

作
業
手
続
き
」
に
従
っ
て
、
地
対
空
ミ
サ
イ
ル
を
配
置
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
「
標
準
作
業
手
続
き
」
に
は
、
外
国
に
よ
る

情
報
収
集
へ
の
対
策
は
、
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ア
リ
ソ
ン
は
、
そ
う
し
た
「
デ
ィ
テ
ー
ル
」
も
、
ソ
連
の
戦
略
目
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

で
は
な
く
、
ソ
連
の
組
織
の
「
標
準
作
業
手
続
き
」
に
て
ら
せ
ば
、
容
易
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
て
い
る
。
ア
リ
ソ
ン
は
、

58　（4　・65）　637



論説

ま
た
、
中
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
装
置
が
再
発
射
能
力
を
備
え
て
い
た
こ
と
や
、
ミ
サ
イ
ル
基
地
が
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
な
ど
、
「
ミ
サ
イ
ル
配
備
」
の
他
の
「
デ
ィ
テ
ー
ル
」
も
、
「
標
準
作
業
手
続
き
」
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
り
、
説
明
可
能
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
お
　

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
「
組
織
の
標
準
作
業
手
続
き
」
に
基
づ
く
説
明
に
お
い
て
も
、
政
府
行
動
の
「
デ
ィ
テ
ー
ル
」
が
着
目
さ
れ
て
い
る
場
合

が
あ
る
。

　
さ
て
、
以
上
の
諸
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
ミ
サ
イ
ル
配
備
」
や
「
海
上
封
鎖
」
は
、
よ
り
抽
象
度
の
低
い
水
準
に
お
い
て
も
記
述
さ

れ
て
い
る
。
説
明
対
象
の
記
述
の
抽
象
度
は
、
一
定
し
て
い
な
い
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
ア
リ
ソ
ン
は
、
行
動
記
述
の
抽
象
度
が
一
定
し

て
い
な
い
こ
と
を
、
問
題
と
し
て
と
り
あ
げ
て
い
な
い
。
『
決
定
の
本
質
』
の
末
尾
で
、
コ
ニ
つ
の
モ
デ
ル
は
、
あ
る
レ
ベ
ル
で
は
、
同
じ

出
来
事
の
相
異
な
る
説
明
を
う
み
出
し
、
別
の
レ
ベ
ル
で
は
、
相
異
な
る
出
来
事
の
相
異
な
る
説
明
を
う
み
出
す
」
と
い
う
指
摘
が
為
さ

　
　
　
　
　

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
同
じ
出
来
事
」
と
「
相
異
な
る
出
来
事
」
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
と
り
た
て
て
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
「
、
・
・
サ
イ

ル
配
備
」
と
「
ミ
サ
イ
ル
基
地
を
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
し
な
か
っ
た
こ
と
」
、
ま
た
、
「
海
上
封
鎖
」
と
「
艦
船
の
、
キ
ュ
ー
。
ハ
沖
五
〇
〇
マ

イ
ル
に
お
け
る
配
置
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
相
互
に
代
替
可
能
な
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
政
策
研
究
一
般
に
お
い
て
、
抽
象
度
を
異
に
す
る
行
動
諸
記
述
の
間
の
関
係
は
、
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
い
。
政
策
研
究
に
お
い
て
、

政
策
の
抽
象
度
は
、
し
ば
し
ば
着
目
さ
れ
る
要
因
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
抽
象
度
の
高
い
政
策
が
、
そ
の
実
施
過
程
や
民
主
政
そ
の
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　

に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
は
、
論
議
が
為
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
抽
象
度
を
異
に
す
る
諸
指
針
の
間
の
関
係
や
、
そ
う
し
た
諸
指
針
に

て
ら
し
て
為
さ
れ
る
行
動
諸
記
述
の
間
の
関
係
は
、
従
来
、
論
議
の
対
象
と
な
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
「
ト
ッ
．
フ
・
ダ
ウ
ン
」

の
枠
組
み
の
下
で
、
そ
う
し
た
諸
指
針
や
行
動
諸
記
述
が
、
そ
れ
ぞ
れ
相
互
に
代
替
可
能
と
前
提
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
と
考
え
る
。
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行動と行動指針（大河原）

　
以
上
、
政
策
と
行
動
を
関
連
づ
け
、
か
つ
、
政
策
研
究
に
お
い
て
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
概
念
枠
組
み
を
と
り
あ
げ
た
。
こ
の
枠
組
み

の
下
で
は
、
基
本
的
指
針
の
「
実
施
」
一
行
動
と
し
て
の
現
実
化
一
と
い
う
観
念
は
、
基
本
的
指
針
と
、
そ
れ
を
具
体
化
し
て
得
ら
れ
た

諸
指
針
の
間
の
同
一
性
を
基
礎
に
、
成
り
立
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
し
か
し
、
そ
う
し
た
同
一
性
の
存
否
は
、
個
別
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
応
じ
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
た
と
え
ば
、
行
動
を
説
明
す
る
と
い
う
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
は
、
い
か
な
る
抽
象
水
準
で
行
動
を
記
述
す
る
か
は
、
極
め
て
重
要

で
あ
る
。
説
明
対
象
の
設
定
の
仕
方
は
、
説
明
方
法
に
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
が
あ
る
。

　
再
び
、
『
決
定
の
本
質
』
を
例
に
と
ろ
う
。
ソ
連
に
よ
る
キ
ュ
ー
。
ハ
へ
の
「
ミ
サ
イ
ル
配
備
」
は
、
決
定
の
実
施
に
関
わ
る
「
標
準
作
業

手
続
き
」
か
ら
は
、
説
明
さ
れ
得
な
い
。
「
組
織
の
標
準
作
業
手
続
き
」
の
中
に
は
、
政
府
指
導
者
た
ち
に
提
供
さ
れ
る
選
択
肢
を
産
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

る
も
の
や
、
指
導
者
た
ち
が
決
定
を
く
だ
す
際
に
用
い
る
情
報
や
予
測
を
産
出
す
る
も
の
が
あ
る
。
決
定
の
内
容
が
「
ミ
サ
イ
ル
配
備
」

で
あ
り
、
決
定
に
て
ら
し
て
、
行
動
が
「
ミ
サ
イ
ル
配
備
」
と
記
述
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
う
し
た
「
標
準
作
業
手
続
き
」
に
依
拠
し
て
、

「
ミ
サ
イ
ル
配
備
」
と
い
う
行
動
を
説
明
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
決
定
の
実
施
の
際
に
用
い
ら
れ
る
「
標
準
作
業
手
続
き
」

は
、
「
ミ
サ
イ
ル
配
備
」
と
い
う
行
動
の
「
デ
ィ
テ
ー
ル
」
を
う
み
出
す
。
従
っ
て
、
決
定
の
実
施
に
関
わ
る
「
標
準
作
業
手
続
き
」
に

よ
っ
て
、
「
ミ
サ
イ
ル
配
備
」
行
動
を
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
逆
に
、
「
ミ
サ
イ
ル
配
備
」
を
具
体
化
し
た
も
の
で
あ
る
「
地
対
空
ミ
サ
イ
ル
の
標
準
的
配
置
」
、
「
戦
略
ミ
サ
イ
ル
基
地
を
カ
モ
フ
ラ
ー

ジ
ュ
し
な
か
っ
た
こ
と
」
、
「
再
発
射
能
力
を
備
え
た
、
中
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
装
置
の
配
備
」
な
ど
は
、
ソ
連
の
戦
略
目
的
に
よ
っ

て
は
説
明
さ
れ
得
な
い
。
そ
れ
ら
は
、
「
ミ
サ
イ
ル
配
備
」
を
担
当
し
た
組
織
の
「
標
準
作
業
手
続
き
」
に
よ
っ
て
の
み
説
明
可
能
で
あ
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論説

る
。
行
動
は
、
「
地
対
空
ミ
サ
イ
ル
の
標
準
的
配
置
」
等
と
記
述
さ
れ
る
限
り
で
、
「
標
準
作
業
手
続
き
」
か
ら
説
明
さ
れ
得
る
も
の
と
な

る
。
行
動
が
、
よ
り
高
い
抽
象
水
準
で
、
「
ミ
サ
イ
ル
配
備
」
と
記
述
さ
れ
る
場
合
に
は
、
別
の
説
明
方
法
が
必
要
と
な
る
。

　
「
ミ
サ
イ
ル
配
備
」
に
つ
い
て
、
以
上
述
べ
た
の
と
同
様
の
こ
と
が
、
「
海
上
封
鎖
」
に
も
あ
て
は
ま
る
。
「
海
上
封
鎖
」
は
、
ア
メ
リ
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　

の
戦
略
的
優
位
を
維
持
す
る
と
い
う
目
的
に
て
ら
し
、
最
も
合
理
的
な
手
段
で
あ
っ
た
と
説
明
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
具
体
化

し
た
も
の
で
あ
る
「
キ
ュ
ー
。
ハ
車
軸
〇
〇
マ
イ
ル
の
位
置
に
お
け
る
封
鎖
線
の
設
定
」
は
、
海
軍
の
「
標
準
作
業
手
続
き
」
に
よ
っ
て
の

み
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
行
動
は
、
「
海
上
封
鎖
」
と
い
う
記
述
の
下
で
は
、
戦
略
目
的
を
達
成
す
る
手
段
と
し
て
、
ま
た
、

「
キ
ュ
ー
バ
沖
五
〇
〇
マ
イ
ル
の
位
置
に
お
け
る
封
鎖
線
の
設
定
」
と
い
う
記
述
の
下
で
は
、
「
標
準
作
業
手
続
き
」
に
従
っ
た
も
の
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
ア
リ
ソ
ン
は
、
決
定
の
作
成
以
後
、
指
針
が
次
々
に
設
定
さ
れ
て
い
く
過
程
に
お
い
て
、
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
の
各
レ
ベ
ル
で
「
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

府
内
政
治
」
が
展
開
さ
れ
る
た
め
、
決
定
と
行
動
の
間
に
乖
離
が
生
ず
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
各
レ
ベ
ル
に
お
け
る
指

針
に
て
ら
し
て
記
述
さ
れ
る
行
動
は
、
何
れ
も
「
政
府
内
政
治
」
に
基
づ
い
て
説
明
さ
れ
得
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
「
政
府
内
政
治
」
に
基

づ
く
説
明
は
、
行
動
記
述
の
抽
象
度
の
如
何
を
問
わ
ず
、
妥
当
性
を
も
つ
。
し
か
し
、
「
政
府
内
政
治
」
の
デ
ィ
テ
ー
ル
ー
た
と
え
ば
、
そ

れ
へ
の
参
加
者
i
に
着
目
す
れ
ば
、
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
の
諸
レ
ベ
ル
で
設
定
さ
れ
る
指
針
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
相
異
な
る
「
政
府
内
政
治
」
に

よ
っ
て
う
み
出
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
「
政
府
内
政
治
」
の
デ
ィ
テ
ー
ル
に
着
目
す
れ
ば
、
い
か
な
る
抽
象
水
準
で
行
動
を
記
述
す
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

に
よ
り
、
説
明
方
法
は
相
異
な
る
も
の
と
な
る
。

　
以
上
の
諸
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
行
動
の
説
明
と
い
う
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
は
、
基
本
的
指
針
と
そ
れ
を
具
体
化
し
た
指
針
を
、

相
互
に
代
替
可
能
な
も
の
と
し
て
扱
う
こ
と
は
、
妥
当
で
な
い
と
言
え
よ
う
。

　
さ
て
、
抽
象
度
を
異
に
す
る
指
針
間
に
お
け
る
同
一
性
の
存
否
の
判
断
に
影
響
を
及
ぼ
す
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
例
を
、
も
う
一
つ
挙
げ
よ

う
。
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行動と行動指針（大河原）

　
政
策
研
究
に
お
い
て
、
政
策
に
関
心
が
向
け
ら
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
行
動
記
述
の
引
照
規
準
を
成
す
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
政
策
は
、

通
常
、
抽
象
度
の
高
い
水
準
で
記
述
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
多
様
な
、
抽
象
度
の
高
い
政
策
が
、
あ
る
行
動
へ
と
具
体
化
さ
れ
得
る
。
従
っ

て
、
政
策
が
実
効
的
で
あ
る
か
一
行
動
と
し
て
現
実
化
さ
れ
て
い
る
か
一
は
、
不
明
確
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
こ
れ
は
、
政
策
研
究
に
お

け
る
基
本
的
な
問
題
の
一
つ
を
成
す
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

　
政
策
内
容
を
分
析
の
中
心
に
据
え
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
指
摘
が
あ
る
。
し
か
し
、
近
年
に
至
っ
て
も
、
多
く
の

政
策
研
究
は
、
「
政
策
内
容
－
政
治
的
論
議
の
真
の
要
素
一
を
無
視
す
る
も
同
然
で
あ
る
た
め
、
奇
妙
に
抽
象
的
な
性
格
を
帯
び
て
い
る
」

　
　
　
　
　
　
　
レ
　

と
評
さ
れ
て
い
る
。
政
策
研
究
に
お
い
て
、
政
策
内
容
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
な
い
傾
向
が
あ
る
と
い
う
点
は
、
前
述
の
問
題
と
密
接
に
関

わ
っ
て
い
よ
う
。
政
策
内
容
の
記
述
は
、
政
策
が
行
動
と
し
て
現
実
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
検
証
を
踏
ま
え
て
為
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
そ
う
し
た
検
証
は
、
し
ば
し
ば
困
難
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
行
動
指
針
が
行
動
と
し
て
現
実
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
定
さ
れ
得
る
の
は
、
指
針
が
行
動
を
一
義
的
に
指
定
し
て
い
る
1
指
針
の
抽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

三
度
が
低
い
1
場
合
で
あ
る
。
従
っ
て
、
行
動
を
一
義
的
に
指
定
す
る
指
針
は
、
政
策
研
究
に
お
け
る
重
要
な
素
材
を
成
す
。

　
前
述
の
「
組
織
の
標
準
作
業
手
続
き
」
も
、
そ
う
し
た
指
針
の
一
例
で
あ
る
。
「
標
準
作
業
手
続
き
」
は
、
「
通
常
単
純
な
も
の
で
、
簡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

単
に
習
得
し
、
一
義
的
な
も
の
と
し
て
適
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
」
。
そ
れ
は
、
「
多
数
の
普
通
の
人
間
が
、
日
々
、
さ
し
て
思
考
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

る
こ
と
な
く
、
数
多
く
の
事
柄
に
対
処
す
る
こ
と
」
を
可
能
に
す
る
。
ユ
ー
ジ
ン
・
、
・
・
i
ハ
ン
（
国
⊆
σ
q
Φ
器
ζ
Φ
Φ
冨
づ
）
は
、
行
動
を
一
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

的
に
指
定
す
る
指
針
を
「
選
択
の
ル
ー
ル
」
、
「
ポ
リ
シ
ー
」
、
「
行
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
、
「
行
動
の
ガ
イ
ド
」
等
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
う
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　

指
針
は
、
ミ
ー
ハ
ン
に
よ
れ
ば
、
特
定
の
選
択
を
「
強
制
す
る
（
h
o
「
8
）
」
。
た
と
え
ば
、
体
長
一
八
イ
ン
チ
以
下
の
魚
は
河
川
に
戻
す

べ
き
こ
と
を
定
め
た
、
魚
釣
り
に
関
す
る
法
律
は
、
一
鶴
イ
ン
チ
の
魚
が
釣
り
あ
げ
ら
れ
た
場
合
、
そ
れ
を
河
川
に
戻
す
と
い
う
選
択
を

　
　
　
　
　
　

「
強
制
す
る
」
。

　
ミ
ー
ハ
ン
が
選
択
を
、
従
っ
て
行
動
を
、
「
強
制
す
る
」
指
針
に
着
目
す
る
の
は
、
そ
れ
を
手
段
と
し
て
、
選
好
に
適
合
し
た
行
動
結
果

58　（4　・69）　641



論説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
　

を
得
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
選
好
と
行
動
を
「
強
制
す
る
」
指
針
と
の
間
に
は
、
抽
象
度
の
高
い
指
針
が
介
在

し
得
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
抽
象
度
の
高
い
指
針
と
は
対
照
的
に
、
行
動
を
「
強
制
す
る
」
指
針
が
行
動
と
し
て
現
実
化
さ
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　

か
否
か
は
、
容
易
に
確
定
可
能
で
あ
る
点
に
着
目
し
て
い
る
。

　
「
ト
ッ
プ
・
ダ
ウ
ン
」
の
枠
組
み
の
下
で
は
、
行
動
を
一
義
的
に
指
定
す
る
指
針
は
、
よ
り
抽
象
度
の
高
い
指
針
を
具
体
化
し
た
も
の
一

そ
う
し
た
指
針
に
よ
り
代
替
可
能
な
も
の
一
と
把
握
さ
れ
る
。
し
か
し
、
行
動
を
一
義
的
に
指
定
す
る
指
針
を
、
政
策
研
究
に
お
け
る
重

要
な
素
材
と
と
ら
え
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
は
、
抽
象
度
を
異
に
す
る
諸
指
針
の
間
の
代
替
性
を
前
提
し
な
い
こ
と
が
妥
当
で
あ
る

と
考
え
る
。

　
以
上
、
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
よ
っ
て
は
、
政
策
と
、
そ
の
具
体
化
に
よ
り
得
ら
れ
た
諸
指
針
の
問
の
同
一
性
を
前
提
す
る
こ
と
が
妥
当
で

な
い
こ
と
を
示
し
た
。
「
ト
ッ
．
フ
・
ダ
ウ
ン
」
の
枠
組
み
に
は
、
個
々
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
検
討
な
し
に
、
そ
う
し
た
同
一
性
を
前
提
す
る

と
い
う
問
題
点
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
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三

　
近
年
、
「
ト
ッ
プ
・
ダ
ウ
ン
」
の
枠
組
み
に
代
わ
る
、
「
ボ
ト
ム
・
ア
ッ
プ
」
の
枠
組
み
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
枠
組
み
を
採

用
す
る
も
の
と
し
て
、
マ
イ
ケ
ル
・
リ
．
フ
ス
キ
ー
（
7
h
一
〇
ゴ
P
Φ
一
］
「
一
℃
ω
冒
k
）
、
ス
ー
ザ
ン
・
。
ハ
レ
ッ
ト
（
ω
⊆
紹
昌
b
d
碧
「
Φ
ε
ら
、
及
び
ペ
ニ
ー
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　

フ
ジ
ヤ
ー
ン
（
ロ
u
Φ
コ
塁
座
Φ
ヨ
）
ら
の
政
策
実
施
研
究
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
以
下
、
彼
ら
の
研
究
を
概
観
し
、
そ
の
中
で
、
「
ト
ッ

プ
・
ダ
ウ
ン
」
の
枠
組
み
に
含
ま
れ
る
前
記
の
問
題
点
が
、
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
か
を
検
討
し
よ
う
。

　
リ
プ
ス
キ
ー
に
よ
れ
ば
一
「
末
端
に
お
け
る
多
数
の
決
定
が
集
積
し
て
政
策
と
な
る
場
合
に
は
、
そ
う
し
た
決
定
を
行
う
た
め
に
設
け



行動と行動指針（大河原）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　

ら
れ
た
ル
ー
テ
ィ
ン
や
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
、
上
部
で
設
定
さ
れ
た
限
界
の
範
囲
内
で
、
実
質
的
に
政
策
を
規
定
す
る
」
。
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
上
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
主
体
は
、
末
端
の
主
体
が
「
裁
量
的
な
判
断
」
を
く
だ
す
際
の
「
コ
ン
テ
ク
ス
ト
」
を
提
供
す
る
。
す
な
わ
ち
、
末
端
の
主
体
は
、
「
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

か
ら
の
ル
ー
ル
、
規
則
、
指
令
」
に
よ
り
制
約
さ
れ
る
。
し
か
し
、
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
末
端
の
主
体
は
、
「
政
策
連
鎖
の
終
点
」
に
位
置
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　

の
で
は
な
く
、
「
第
一
次
的
な
行
為
者
」
で
あ
る
。
政
策
は
、
そ
の
実
施
者
に
よ
り
、
実
質
的
に
「
形
成
」
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
。
ハ
レ
ッ
ト
ら
に
よ
れ
ば
一
「
実
施
は
、
政
策
形
成
の
行
政
的
な
「
後
続
段
階
」
で
は
な
く
、
政
策
過
程
の
不
可
欠
な
部
分
と
と

ら
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。
「
政
治
過
程
」
は
、
「
当
初
の
政
策
決
定
が
為
さ
れ
た
と
き
に
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
〔
中
略
〕
政
策
に

　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

影
響
を
与
え
続
け
る
」
。
「
実
施
者
」
は
、
受
動
的
な
存
在
で
は
な
く
、
「
自
ら
の
目
標
を
積
極
的
に
追
求
す
る
半
自
律
的
な
集
団
」
で

　
め
　

あ
る
。
従
っ
て
、
「
政
策
は
、
「
固
定
さ
れ
た
も
の
」
と
し
て
よ
り
、
交
渉
の
対
象
た
る
、
そ
し
て
〔
中
略
〕
変
更
さ
れ
得
る
、
一
連
の
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

図
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。
政
策
を
め
ぐ
る
交
渉
に
お
い
て
、
そ
の
「
絶
え
ざ
る
再
形
成
」
が
為
さ
れ
る
。
政
策
は
、

実
施
過
程
に
先
だ
っ
て
成
り
立
つ
ば
か
り
で
な
く
、
実
施
過
程
に
お
い
て
も
成
り
立
つ
1
政
策
は
、
「
い
わ
ゆ
る
実
施
過
程
の
イ
ン
プ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

ト
で
は
な
く
、
そ
の
結
果
」
で
あ
り
得
る
。

　
更
に
、
フ
ジ
ヤ
ー
ン
ら
は
、
「
実
施
構
造
（
共
立
Φ
B
①
三
p
ま
コ
ω
け
≡
g
ξ
Φ
）
」
と
い
う
概
念
を
提
出
し
、
O
政
策
の
実
施
は
、
単
一
の

フ
ォ
ー
マ
ル
な
組
織
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
実
施
構
造
に
よ
っ
て
為
さ
れ
る
の
が
通
常
で
あ
る
。
口
実
施
構
造
は
、
公
式
に
設
置
さ
れ
る

も
の
で
は
な
く
、
政
府
内
外
の
諸
組
織
の
構
成
員
が
、
自
発
的
に
形
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
組
織
横
断
的
か
つ
非
公
式
な
行
政

単
位
で
あ
る
。
口
実
施
構
造
に
お
い
て
は
、
参
加
壁
間
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
的
関
係
は
弱
い
。
参
加
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
目
的
・
動
機

を
も
ち
、
高
度
の
独
立
性
を
保
っ
て
い
る
。
⑳
し
か
し
、
実
施
構
造
へ
の
参
加
者
は
、
政
策
の
実
施
に
第
一
次
的
な
関
心
を
い
だ
い
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
。
実
施
構
造
は
、
目
的
を
も
っ
て
行
動
す
る
行
政
単
位
を
成
す
、
と
述
べ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
「
ト
ッ
プ
・
ダ
ウ
ン
」
の
枠
組
み
を
批
判
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
政
策
実
施
に
関
す
る
様
々
な
像
が
提
示
さ
れ
て
い

る
。
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論説

　
「
ト
ッ
プ
・
ダ
ウ
ン
」
の
枠
組
み
の
下
で
は
、
主
体
は
命
令
系
統
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
政
策
の
作
成
者
と
そ
の
実
施
者
は
、
戴
然
と
区

別
さ
れ
て
い
る
。
対
照
的
に
、
リ
プ
ス
キ
ー
や
。
ハ
レ
ッ
ト
ら
は
、
組
織
図
上
、
政
策
実
施
を
担
当
す
る
と
さ
れ
る
主
体
が
、
実
際
は
政
策

作
成
も
担
当
す
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
す
な
わ
ち
、
リ
プ
ス
キ
ー
は
、
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
末
端
の
主
体
に
よ
る
政
策
作
成
に
、
パ
レ
ッ
ト
ら

は
、
政
策
「
実
施
者
」
の
、
政
策
の
「
絶
え
ざ
る
再
形
成
」
へ
の
参
加
に
、
そ
れ
ぞ
れ
着
目
す
る
。
ま
た
、
フ
ジ
ヤ
ー
ン
ら
に
よ
れ
ば
、

出
身
組
織
を
異
に
す
る
諸
主
体
が
、
相
互
に
独
立
性
を
保
ち
つ
つ
、
協
力
し
て
政
策
の
実
施
に
あ
た
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
ボ
ト
ム
・
ア
ッ

プ
」
の
枠
組
み
を
採
用
す
る
論
者
の
見
解
は
多
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
見
解
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
組
織
図
上
、
命
令
を
受

け
、
政
策
を
執
行
す
る
と
さ
れ
る
主
体
の
、
よ
り
能
動
的
な
機
能
に
焦
点
を
あ
て
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
「
ボ
ト
ム
・
ア
ッ
プ
」
の
政
策
実
施
論
に
お
い
て
、
「
ト
ッ
プ
・
ダ
ウ
ン
」
の
枠
組
み
に
含
ま
れ
る
前
述
の
問
題
点
は
、
と
り
た

て
て
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
「
ボ
ト
ム
・
ア
ッ
プ
」
の
実
施
論
に
お
い
て
は
、
命
令
系
統
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
主
体
の
実
質
的
機
能
に
関

心
が
向
け
ら
れ
、
指
針
自
体
の
性
格
に
は
焦
点
が
あ
て
ら
れ
て
い
な
い
。

　
「
ボ
ト
ム
・
ア
ッ
．
フ
」
の
枠
組
み
の
下
で
も
、
基
本
的
指
針
は
、
抽
象
度
を
異
に
す
る
諸
指
針
へ
と
具
体
化
さ
れ
得
る
。
す
な
わ
ち
、
ヒ

エ
ラ
ル
ヒ
ー
末
端
の
主
体
の
作
成
す
る
政
策
、
交
渉
に
よ
り
「
再
形
成
」
さ
れ
る
政
策
、
及
び
「
実
施
構
造
」
に
与
え
ら
れ
る
政
策
は
、

何
れ
も
、
様
々
な
指
針
へ
と
具
体
化
さ
れ
得
る
。
従
っ
て
、
抽
象
度
を
異
に
す
る
諸
指
針
の
間
の
代
替
可
能
性
に
関
す
る
判
断
が
、
個
別

の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
応
じ
て
、
必
要
と
な
り
得
る
。

　
「
ボ
ト
ム
・
ア
ッ
プ
」
の
実
施
論
に
お
い
て
、
指
針
の
抽
象
度
は
検
討
の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
に
対
応
し
、
そ
う
し
た
実

施
論
に
お
い
て
は
、
「
実
施
」
概
念
に
も
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
。
「
ト
ッ
プ
・
ダ
ウ
ン
」
の
枠
組
み
の
下
で
、
政
策
「
実
施
」
の
概

念
は
、
抽
象
度
を
異
に
す
る
諸
指
針
の
間
の
同
一
性
を
前
提
に
成
り
立
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
本
稿
の
視
角
か
ら
は
、
「
実
施
」
概
念
も
、

個
々
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
て
ら
し
て
考
察
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
「
ボ
ト
ム
・
ア
ッ
プ
」
の
枠
組
み
の
下
で
も
、
政
策
及
び
そ
れ
を
具
体
化

し
た
諸
指
針
に
着
目
し
、
「
実
施
」
概
念
を
、
個
別
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
下
で
考
察
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
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以
上
に
よ
り
、

い
る
と
考
え
る
。

「
ト
ッ
プ
・
ダ
ウ
ン
」
の
枠
組
み
に
関
し
先
に
指
摘
し
た
問
題
点
は
、
「
ボ
ト
ム
・
ア
ッ
プ
」
の
枠
組
み
に
も
共
通
し
て

む
　
す
　
び

行動と行動指針（大河原）

　
以
上
、
政
策
と
行
動
を
関
連
づ
け
る
、
二
つ
の
枠
組
み
を
と
り
あ
げ
た
。
そ
し
て
、
抽
象
度
を
異
に
す
る
諸
指
針
の
間
の
関
係
に
着
目

し
、
両
者
に
共
通
す
る
問
題
点
を
指
摘
し
た
。

　
そ
の
際
、
「
ト
ッ
プ
・
ダ
ウ
ン
」
の
枠
組
み
の
下
で
、
行
動
の
担
い
手
が
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
の
末
端
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て

は
、
論
じ
な
か
っ
た
。
「
ボ
ト
ム
・
ア
ッ
プ
」
の
枠
組
み
の
提
唱
者
も
、
こ
の
点
を
問
題
と
し
て
と
り
あ
げ
て
は
い
な
い
。
。
ハ
レ
ッ
ト
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

は
、
中
央
政
府
が
設
定
す
る
指
針
と
、
地
方
の
「
現
場
に
お
け
る
行
動
（
8
ま
コ
8
島
Φ
σ
Q
「
2
邑
）
」
を
対
比
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
ヒ

エ
ラ
ル
ヒ
ー
上
部
に
位
置
す
る
主
体
が
、
政
策
を
作
成
す
る
も
の
の
、
そ
れ
を
実
施
す
る
意
図
を
も
た
ず
、
政
策
を
「
行
動
あ
る
い
は
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　

動
ず
る
意
図
の
政
治
的
シ
ン
ボ
ル
」
と
し
て
利
用
す
る
場
合
－
政
策
が
「
行
動
に
代
替
す
る
」
場
合
i
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ

と
は
、
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
末
端
で
行
動
が
う
み
出
さ
れ
る
と
す
る
考
え
方
を
前
提
に
し
て
い
よ
う
。
そ
う
し
た
考
え
方
を
前
提
に
す
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

政
策
は
、
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
末
端
に
お
け
る
行
動
を
経
て
、
初
め
て
「
公
衆
に
到
達
す
る
」
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
し
か
し
、
意
図
に
基
づ
く
身
体
運
動
と
し
て
の
「
行
動
」
は
、
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
の
い
か
な
る
部
分
に
お
い
て
も
、
為
さ
れ
得
る
。
「
行

動
」
に
は
、
指
針
の
設
定
や
そ
の
伝
達
と
い
う
記
述
も
与
え
ら
れ
得
る
。

　
「
行
動
」
一
般
へ
の
関
心
か
ら
は
、
指
針
の
設
定
や
伝
達
も
包
含
す
る
も
の
と
し
て
、
「
政
府
行
動
」
を
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

そ
う
し
た
関
心
か
ら
、
行
動
と
行
動
指
針
に
関
す
る
概
念
構
成
を
行
う
こ
と
を
、
課
題
と
し
た
い
。
そ
う
し
た
概
念
構
成
を
行
う
こ
と
は
、
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論説

政
府
行
動
の
み
な
ら
ず
、
政
治
に
お
け
る
集
合
体
の
行
動
一
般
の
考
察
に
、
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
考
え
る
。
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行動と行動指針（大河原）
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Z
r
＞
三
⊆
∋
コ
お
。
c
掴
署
茜
。
c
」
と
な
ど
参
照
。

（
3
2
）
〉
ヨ
ω
o
算
肉
し
・
鴇
嵩
亀
。
、
b
鳴
ら
嵩
δ
墨
○
腎
Ω
貸
つ
℃
↓
c
Q
－
刈
ρ
o
。
○
。

（
3
3
）
＼
守
ミ
導
℃
℃
㎝
①
－
①
N

（
3
4
）
＼
ひ
幾
瑠
℃
℃
δ
⑩
山
刈
ω

（
3
5
）
ア
リ
ソ
ン
の
研
究
に
お
い
て
、
「
政
府
内
政
治
」
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
い
る
の
は
、
直
接
的
に
は
、
「
ミ
サ
イ
ル
配
備
」
や
「
海
上
封
鎖
」
と

　
　
い
う
、
指
導
者
レ
ベ
ル
の
決
定
で
あ
る
（
＼
曾
細
思
・
。
O
O
－
・
。
一
9
・
。
ω
O
－
・
。
澄
）
。
行
動
は
、
決
定
に
て
ら
し
、
「
ミ
サ
イ
ル
配
備
」
や
「
海
上
封
鎖
」

　
　
と
記
述
さ
れ
る
限
り
で
、
「
政
府
内
政
治
」
に
よ
っ
て
間
接
的
に
説
明
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
政
府
目
的
」
や
、
決
定

　
　
実
施
に
関
わ
る
「
標
準
作
業
手
続
き
」
に
依
拠
し
た
説
明
の
対
象
が
、
「
政
府
行
動
」
と
さ
れ
る
の
に
対
し
、
「
政
府
内
政
治
」
に
依
拠
し
た
説

　
　
明
の
対
象
は
、
「
政
府
の
決
定
や
行
動
」
と
さ
れ
て
い
る
点
に
対
応
し
て
い
る
（
＼
腎
ミ
〕
署
ω
卜
。
為
P
一
①
・
。
）
。

（
3
6
）
た
と
え
ば
、
寄
毒
Φ
ど
〉
霧
ぎ
咽
．
．
↓
冨
ω
ε
身
9
℃
。
菅
野
O
。
葺
Φ
暑
〉
即
婁
Φ
≦
。
葺
｛
。
「
9
9
・
Φ
、
．
5
刃
磐
器
メ
Φ
α
㌔
。
ぎ
ら
9
』
し
つ
Ω
§
融

　
　
犠
識
駄
、
袋
ミ
ま
、
o
隠
ら
ヒ
∩
ゴ
∩
p
σ
q
ρ
ζ
p
「
天
ゴ
p
∋
℃
一
⑩
①
c
Q

（
3
7
）
ヵ
己
一
Φ
ど
。
暦
象
黛
℃
N
謡

（
3
8
）
Q
D
o
「
σ
q
v
冨
ヨ
Φ
ω
O
㌦
．
〉
↓
k
℃
2
0
σ
q
図
。
暁
H
ヨ
℃
一
Φ
∋
Φ
三
p
二
〇
コ
じ
σ
Φ
ゴ
p
≦
○
「
し
。
o
｛
ω
賃
Φ
Φ
一
白
①
＜
Φ
一
¢
d
ξ
紹
⊆
○
「
讐
ω
㌦
．
㌔
Q
頴
ら
受
肋
ミ
S
戸
立
ミ
ミ
ミ
”
＜
卜
。
”

　
　
Z
9
悶
①
σ
≡
費
k
一
⑩
。
。
P
℃
℃
ω
①
一
ム
O
刈
は
、
「
実
施
者
の
行
動
」
が
「
政
策
言
明
」
を
「
鏡
の
よ
う
に
う
つ
し
出
す
（
コ
ρ
一
「
「
O
「
）
」
場
合
に
つ
い
て

　
　
論
じ
て
い
る
（
℃
℃
お
＝
O
・
。
）
。
抽
象
度
の
低
い
指
針
に
従
っ
た
行
動
は
、
そ
れ
を
「
鏡
の
よ
う
に
う
つ
し
出
す
」
と
言
え
よ
う
。
（
も
っ
と
も
、

　
　
同
論
文
は
、
「
政
策
言
明
」
の
抽
象
度
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
）

（
3
9
）
〉
＝
一
ω
o
P
肉
偽
題
謡
亀
○
、
b
飛
N
偽
δ
詳
。
特
ら
N
貸
℃
○
。
ω

（
4
0
）
＼
守
置
℃
℃
G
c
⑩

（
4
1
）
］
≦
Φ
Φ
『
p
ρ
．
．
Q
o
Ω
Φ
コ
o
ρ
＜
巴
二
Φ
ρ
p
コ
α
℃
2
一
Ω
Φ
し
。
矯
．
．
エ
ミ
鳴
こ
ら
窺
為
し
○
鳴
｝
禽
セ
δ
、
ミ
切
ら
ミ
ミ
田
田
く
一
担
Z
厨
G
o
Φ
夏
Φ
∋
σ
Φ
「
＼
O
o
8
σ
①
「
一
⑩
¶
ρ
℃
℃

　
　
㎝
ω
山
O
ρ
o
コ
℃
c
O
c
Q

（
4
2
）
專
ミ
”
で
Q
。
○
。
℃
ζ
Φ
①
7
p
P
、
℃
o
一
8
k
O
o
コ
。
。
辞
≡
2
5
σ
Q
p
O
Φ
｛
一
ヨ
ゴ
o
P
、
．
、
o
㍗
ら
ヒ
切
ら
ミ
ミ
題
℃
＜
一
Q
。
導
Z
《
O
①
8
ヨ
σ
9
一
⑫
G
◎
9
℃
℃
卜
。
㊤
一
－
ω
二
讐
。
コ

　
　
℃
卜
。
⑩
㊤
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行動と行動指針（大河原）

（
4
3
）
＼
守
ミ
こ
℃
’
卜
Q
㊤
⑩
●

（
4
4
）
H
≦
①
①
7
9
P
．
、
℃
7
＝
o
ω
o
℃
プ
図
餌
コ
α
勺
O
＝
o
k
ω
け
⊆
島
Φ
ω
℃
、
．
o
暦
二
野
で
」
㊤
P

（
4
5
）
H
≦
Φ
①
7
p
P
．
、
Q
o
o
剛
Φ
コ
o
ρ
＜
巴
⊆
①
o
Q
一
P
コ
ユ
℃
0
7
Ω
Φ
ρ
．
、
o
》
9
y
℃
Q
o
Q
o

（
4
6
）
＼
§
翫
こ
℃
で
Q
Q
o
Q
南
⑩
．

（
4
7
）
］
≦
①
Φ
ゴ
p
P
．
．
℃
ゴ
ニ
。
ω
o
で
ず
図
9
ρ
コ
α
℃
o
＝
o
k
ω
δ
⊆
臼
Φ
ρ
、
－
o
》
ら
締
こ
℃
P
一
〇
Q
刈
山
Q
o
g
◎
一
］
≦
①
Φ
ゴ
9
P
．
、
℃
o
＝
o
ど
、
、
o
》
ら
蹄
こ
で
℃
卜
○
⑩
⑩
－
ω
0
9
一
≦
①
Φ
ゴ
p
P
．
．
ω
o
δ
コ
o
ρ

　
　
＜
巴
⊆
Φ
ρ
P
コ
α
℃
O
＝
Ω
①
ρ
、
、
o
特
ら
蹄
こ
℃
℃
Q
Q
o
◎
－
c
Q
㊤

（
4
8
）
行
動
を
一
義
的
に
指
定
す
る
指
針
は
、
「
行
動
の
た
め
の
単
一
的
な
（
。
。
5
α
q
一
①
）
青
写
真
」
（
［
Φ
＜
一
登
勺
．
＝
”
．
、
○
コ
O
Φ
Ω
。
。
δ
房
§
α
O
Φ
Ω
ω
δ
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

　
　
ζ
笑
5
σ
q
噂
．
、
㌔
袋
ミ
苛
エ
翫
§
ミ
無
ミ
織
§
℃
＜
6
ρ
ω
℃
｝
σ
q
お
認
℃
℃
で
」
⑩
ム
倉
。
コ
P
卜
。
心
）
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

（
4
9
）
こ
れ
ら
は
、
一
括
し
て
、
「
ボ
ト
ム
・
ア
ッ
プ
」
の
政
策
実
施
研
究
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
な
お
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
エ
ル
モ
ア
（
空
。
蕃
乙
巴
ヨ
。
「
Φ
）
の
研

　
　
究
も
、
「
ボ
ト
ム
・
ア
ッ
プ
」
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
て
い
る
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
末
端
の
主
体
に

　
　
広
い
裁
量
の
幅
を
認
め
る
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
点
で
、
本
文
で
と
り
あ
げ
た
研
究
と
は
性
格
を
異
に
し
て
い
る
（
匹
∋
。
「
ρ

　
　
．
．
o
d
蝉
O
π
≦
P
「
島
］
≦
蝉
℃
℃
ぎ
σ
q
一
一
∋
で
一
Φ
∋
Φ
コ
母
コ
O
コ
閃
①
o
Q
Φ
P
「
O
ゴ
P
昌
α
℃
O
＝
O
k
O
Φ
9
ω
【
O
づ
ρ
、
、
、
O
識
語
へ
斜
』
助
ら
ミ
嵩
ら
鴨
O
§
亀
、
調
革
、
N
8
＜
㊤
野
Z
倉
乏
ヨ
8
「

　
　
一
㊤
さ
山
㊤
。
。
ρ
薯
．
①
O
一
－
2
①
参
照
）
。

　
　
　
　
「
ボ
ト
ム
・
ア
ッ
プ
」
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
す
る
研
究
を
概
観
し
た
も
の
と
し
て
、
じ
Φ
ω
8
「
こ
p
∋
Φ
。
。
℃
こ
〉
§
○
、
ζ
●
ゆ
。
≦
∋
p
p

　
　
］
≦
巴
∩
⊆
∋
［
．
Ω
お
α
q
三
噂
絹
目
鉱
［
p
⊆
お
コ
。
①
』
○
、
↓
o
o
δ
”
旨
博
．
．
勺
⊆
σ
＝
o
勺
。
＝
∩
蜜
一
∋
豆
Φ
∋
Φ
づ
け
讐
δ
旨
旨
〈
o
ご
ぼ
。
コ
o
h
島
①
閃
δ
乙
p
コ
位
〉
σ
Q
Φ
口
α
騨

　
　
8
「
℃
三
⊆
「
Φ
刃
Φ
ω
①
P
「
∩
罫
．
、
、
O
N
ミ
受
砺
購
ミ
織
ミ
動
沁
鳴
e
貯
ミ
”
〈
●
メ
Z
．
一
℃
〉
仁
け
＝
∋
コ
一
㊤
O
Q
メ
℃
℃
．
卜
O
O
O
歯
一
9
ω
P
σ
P
コ
Φ
「
M
勺
蝉
三
＞
v
、
、
↓
O
マ
O
O
≦
コ
P
コ
α

　
　
o
σ
O
簿
O
∋
－
¢
℃
〉
℃
℃
「
O
P
∩
ず
①
o
o
8
一
∋
立
①
ヨ
①
コ
B
ユ
O
口
刃
Φ
ω
Φ
碧
O
π
P
O
コ
ニ
O
既
〉
コ
巴
k
も
。
ぴ
P
コ
α
も
∩
⊆
α
q
σ
Q
Φ
里
Φ
α
ω
k
昌
岳
Φ
o
。
銃
、
．
㍉
O
段
、
認
織
』
O
、
、
§
ミ
逡

　
　
㌔
。
ミ
8
＜
「
9
お
。
。
ρ
薯
●
卜
。
一
ム
。
。
参
照
。

（
5
0
）
ピ
も
ω
ズ
ざ
切
い
ミ
ミ
ト
鳴
電
災
し
Q
袋
、
鳴
貸
ミ
ら
、
織
q
き
Z
①
乏
く
。
「
溶
閃
⊆
Q
。
ω
里
ω
p
α
q
ρ
一
㊤
Q
o
ρ
℃
℃
●
Q
Q
甲
o
o
吟

（
5
1
）
ご
も
ω
ズ
ど
．
．
Q
o
β
コ
α
5
α
q
傍
ゴ
①
ω
δ
⊆
α
図
。
｛
℃
⊆
σ
＝
O
℃
O
＝
O
図
H
ヨ
ユ
Φ
∋
Φ
コ
♂
け
δ
づ
。
コ
開
ω
工
Φ
餌
倉
、
－
o
》
ら
慧
こ
℃
ω
㊤
Q
Q

（
5
2
）
［
も
ω
ア
ど
防
讐
鳴
ミ
ト
鳴
に
災
し
。
§
、
鳴
犠
§
ら
、
亀
ら
8
0
》
9
琳
こ
℃
．
一
餅

　
　
　
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
末
端
の
主
体
に
広
い
裁
量
の
幅
が
認
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
も
、
上
位
の
主
体
や
政
府
外
の
主
体
の
提
供
す
る
資
源

　
　
な
し
に
は
、
末
端
の
主
体
の
為
し
得
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る
も
の
と
し
て
、
ω
8
コ
ρ
Ω
輿
窪
8
Z
こ
．
．
田
｛
一
Ω
①
コ
畠

　
　
〈
①
「
Q
Q
⊆
o
Q
ω
O
O
冨
一
じ
①
舘
三
コ
σ
q
　
〉
カ
Φ
O
O
⇒
ω
乙
Φ
「
讐
δ
寓
9
け
プ
Φ
H
ヨ
ユ
①
∋
①
コ
母
コ
O
コ
℃
「
O
∩
Φ
ω
伊
、
、
、
o
頴
ら
更
切
琳
§
織
ミ
偽
沁
鳴
e
貯
ミ
鴇
く
●
野
Z
’
ρ

　
　
閃
Φ
σ
≡
p
q
お
。
。
9
薯
ら
。
。
幽
－
お
①
参
照
（
署
．
ミ
N
ム
。
。
。
。
）
。
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論説

　
　
　
な
お
、
を
ご
け
∋
o
「
ρ
閃
。
σ
q
Φ
「
㌦
．
ζ
o
α
Φ
＝
5
α
q
島
Φ
℃
o
一
一
〇
図
＼
H
∋
℃
一
Φ
ヨ
Φ
葺
9
ご
。
コ
O
一
ω
舐
コ
。
ま
コ
日
ゴ
Φ
O
霧
Φ
9
0
ゴ
一
一
α
〉
σ
⊆
ω
ρ
、
－
、
o
』
竃
更
ぬ
ミ

　
　
、
。
ヘ
ミ
ら
や
く
一
・
。
℃
Z
ω
し
三
k
お
。
。
介
署
・
。
凸
－
N
雪
は
、
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
末
端
に
お
け
る
政
策
形
成
と
、
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
上
部
の
主
体
の
活
動
の

　
　
間
に
お
け
る
相
互
作
用
に
着
目
し
て
い
る
。

（
3
5
）
じ
も
も
。
ズ
ど
．
．
G
β
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α
ヨ
σ
q
叶
げ
Φ
ω
け
鉱
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図
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℃
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∋
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・

（
5
9
）
し
d
p
「
「
Φ
茸
p
コ
匹
匡
三
植
。
暦
ら
蹄
”
℃
●
卜
Q
卜
O
O

　
　
　
な
お
、
工
O
O
倉
O
ゴ
コ
Q
。
δ
℃
び
①
「
℃
お
≦
①
≦
O
｛
じ
d
P
「
お
θ
r
Q
つ
＝
o
り
9
ジ
P
コ
α
∩
O
一
処
閃
⊆
畠
σ
q
ρ
Φ
α
ω
博
℃
o
頴
ら
受
a
嵩
織
＼
ζ
救
O
鐸
、
ミ
ミ
8
工
織
ミ
賊
ミ
累
、
や

　
　
琳
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蚕
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①
9
一
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も
ワ
ω
①
。
。
－
ω
①
り
は
、
パ
レ
ッ
ト
ら
の
見
解
は
政
策
実
施
の
複
雑
さ
を
強
調
す
る
に
と
ど
ま
り
、
政
策
実
施
の
理
論
を
提
示
し

　
　
て
い
な
い
、
と
批
判
し
て
い
る
。

　
　
　
ま
た
、
パ
レ
ッ
ト
ら
は
政
策
実
施
の
実
態
を
指
摘
す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
う
し
た
実
態
に
肯
定
的
評
価
を
与
え
て
い
る
、
と
と
ら
え
た
う
え

　
　
で
、
そ
の
よ
う
な
評
価
は
民
主
政
に
適
合
し
な
い
と
批
判
す
る
見
解
も
あ
る
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＝
。
σ
q
≦
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倉
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u
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